
容

器

包

装

リ

サ

イ

ク

ル

法

の

見

直

し

を

求

め

る

意

見

書 
 

 
一

般

廃

棄

物

の

約

六

割

を

占

め

る

容

器

包

装

リ

サ

イ

ク

ル

を

行

な

う

た

め

、

一

九

九

七

年

に

容

器

包

装

リ

サ

イ

ク

ル

法

が

制

定

さ

れ

、

二

〇

〇

〇

年

に

完

全

実

施

さ

れ

ま

し

た

。 

し

か

し

、

リ

サ

イ

ク

ル

率

は

上

が

る

も

の

の

、

使

い

捨

て

型

ワ

ン

ウ

ェ

イ

容

器

の

大

量

生

産

・

消

費

の

構

造

は

見

直

さ

れ

ず

排

出

抑

制

に

結

び

つ

い

て

い

ま

せ

ん

。

そ

の

一

方

で

、

リ

サ

イ

ク

ル

に

か

か

る

費

用

の

約

七

割

を

占

め

る

分

別

・

収

集

・

保

管

が

地

方

自

治

体

に

義

務

づ

け

ら

れ

、

積

極

的

に

取

り

組

む

自

治

体

ほ

ど

そ

の

財

政

を

圧

迫

し

て

い

ま

す

。

こ

れ

ら

に

要

す

る

費

用

が

税

金

負

担

と

さ

れ

て

い

る

構

造

を

見

直

し

、

容

器

選

択

権

の

あ

る

生

産

者

責

任

を

明

確

に

し

な

い

限

り

、

こ

の

ま

ま

で

は

大

量

廃

棄

に

代

わ

る

大

量

リ

サ

イ

ク

ル

に

、

際

限

な

く

税

金

を

使

い

続

け

る

こ

と

に

な

り

ま

す

。 

ま

た

、

容

器

包

装

リ

サ

イ

ク

ル

法

は

、

リ

デ

ュ

ー

ス

、

リ

ユ

ー

ス

、

リ

サ

イ

ク

ル

と

い

う

三

Ｒ

の

優

先

順

位

を

明

確

に

し

た

と

さ

れ

る

循

環

型

社

会

形

成

推

進

基

本

法

の

精

神

か

ら

も

矛

盾

し

て

お

り

、

様

々

な

視

点

か

ら

見

直

す

こ

と

も

不

可

欠

で

す

。 よ

っ

て

、

江

戸

川

区

議

会

は

、

国

会

及

び

政

府

に

対

し

、

真

の

循

環

型

社

会

を

実

現

す

る

た

め

、

リ

サ

イ

ク

ル

に

か

か

る

費

用

負

担

の

適

正

化

を

図

る

と

と

も

に

、

循

環

型

社

会

形

成

推

進

基

本

法

に

遵

守

し

た

容

器

包

装

リ

サ

イ

ク

ル

法

に

改

正

す

る

よ

う

、

強

く

要

望

し

ま

す

。 
 

以

上

、

地

方

自

治

法

第

九

十

九

条

の

規

定

に

よ

り

、

意

見

書

を

提

出

し

ま

す

。 
  

平

成

十

六

年

十

月

十

九

日 
 

江

戸

川

区

議

会

議

長 
 

八

武

崎 

一

郎 
 

衆

議

院

議

長

・

参

議

院

議

長

・

内

閣

総

理

大

臣

・

総

務

大

臣

・

財

務

大

臣 

厚

生

労

働

大

臣

・

農

林

水

産

大

臣

・

経

済

産

業

大

臣

・

環

境

大

臣 
 

 
 

あ

て 
 

 


